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● 今月のご紹介者

『プロジェクトXリーダーたちの言葉』

［概要］
　2000 年 3 月に NHK で放送開始した『プロジェクト X～挑戦
者たち～』。番組内で紹介された、戦後日本の繁栄を築き上げた
様々なプロジェクト。その 18 人のリーダーたちが語った、珠玉
の「言葉」を厳選。
　青函トンネル、瀬戸大橋、黒四ダム、三原山噴火、東京タワー、
VHS ビデオなど・・・。多くの日本人に感動を与えたこれらの
プロジェクトの裏には実に様々なドラマがあり、そこには必ず傑
出したリーダーがいた。彼らの言葉は飾り立てられたものではな
く、逆風にさらされ追い詰められたときや、勝負所で振り絞るよ
うに発せられたものばかり。その言葉にまつわるエピソードを番
組のチーフ・プロデューサーである著者が情感あふれる筆致で
綴っている。

　社長就任当時、社員をうまくまとめるにはどう
したらよいかを日々考えていました。参考になる
書籍を書店で探していて、かつて話題になったプ
ロジェクトXの文字が目に飛び込んできました。

：この本を手に取られたきっかけについてQ 1

　ここに登場する18人のリーダーたちは、戦後
の絶望的な状況から懸命に困難に立ち向かい、大
きな目標を成し遂げました。この本を読んで、心
の底から必死に何かに打ち込んでいるとき、自然
と人々の心に響く「重み」のある言葉が出るのだ
と改めて認識させられました。違う人生を送って
きた多様な個性をもつ人々の先頭に立って、1つ
のチームを作り上げる。その難しさを日々の業務

：この本をお勧めしたい理由についてQ 2

において痛感し、悩むことも多々あります。です
が、問題に向き合い対処するための心のあり方を
この本から学び、ひたむきに生きていると必ず道
は開けるのだということに気づかされました。

　新任の経営者や幹部の方に、ぜひお薦めしたい
です。

：どういった方にお薦めしたいですかQ 3
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押し寄せる金融恐慌の余波

生産量が増加の一途を辿る192 3（大正12）
年、関東一円を未曾有の大地震が襲った。

関東大震災である。この大被害によって決済不能と
なった手形は、「震災手形」として4年間の支払い猶
予が許されることになったが、昭和という新しい年
号になっても、その多くは返済が進んでいなかっ
た。それどころか、大半が不良債権化する見込みと
なり、為替相場と物価の下落が起こり、銀行に預金
者が殺到する「取り付け騒ぎ」も全国で発生して企
業の倒産が相次いだ。
　この影響もあり、1928（昭和3）年、東京電気は
電球コストの引き下げと原料の必要量と品質を確保
するため、自社工場でフッ化水素酸と酸性フッ化ア
ンモニウムの生産を開始した。同社向けに大口供給
を予定していた鎌三は、経営面でたちまち苦境に陥
ることとなった。しかも、他企業が相次いでフッ化
水素酸及びフッ素化合物の新規製造に着手し、フ
ッ化水素酸は明らかに過剰生産の様相を呈し、販
路・時価の競争は激化、深刻度はいやがおうにも増
していった。

フッ化ソーダ製造法で特許を取得

時代に翻弄されながらも、鎌三は研究をやめな
かった。その結果、ドイツからの輸入に依存

していたフッ化ソーダの独自の製造法を考案し、
1928（昭和3）年には早くも実用化させることがで
きた。同時に、原料とするケイフッ化ソーダが、過
燐酸石灰の製造過程において副産が可能であるに
もかかわらず、そのほとんどを輸入に依存している
不合理に気付いた鎌三は、低コストで大量の生産
が可能なことを指摘し、自身が発見した容易な製造
方法と副産の必要性を過燐酸石灰の製造業者に説
いて回った。
　努力の甲斐あって、主要な企業のみならず、その
他の企業・工場でも副産を開始していった。その
後、鎌三はさらに研究を重ね、過燐酸石灰の副産で
あるケイフッ化ソーダを原料として、フッ化ソーダを
低廉かつ純粋に製造する方法を完成させ、1931
（昭和6）年1月には特許を得た。以後、フッ化ソー
ダの製造方法は、特に高純度品を要求する用途に
使用されるもの以外、この特許製法が絶対的地位
を確立した。

戦後の貧しさを乗り越え
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森田鎌三直筆の「一以貫之」の文字

935（昭和10）年11月には組織変更し、森田化
学工業株式会社を設立した。順調に製造を続

けていたが、1939（昭和14）年に第二次世界大戦が開
戦すると原料の入手が困難になった。思うように製造
が進まなくなり、操業を一時中断する事態にまで追い
込まれたが、工場に焼夷弾が落とされた際には従業
員が力を合わせ、バケツリレーで火災を食い止めた。
　終戦を迎えると、フッ素化合物の製造に必要な原料
のみならず、食べるものさえも手に入りづらくなってい
た。体を張って工場を守ってくれた社員たちに何かして
あげられることはないかという気持ちから、鎌三は出
勤途中の道で売っている魚を買っては社員に与え、自
ら鍬を持って畑を耕し、できあがった野菜はすべて社
員に配って回った。鎌三はひたむきに研究開発に没頭
する一方で、常に社員の平和・調和を考えるような人物
であった。

フッ素のパイオニアとして

日本で初めてフッ化水素酸を製造したことや、フ
ッ素化合物を工業的に製造し市場に送り出し

てきた功績が評価され、1957（昭和32）年、鎌三に
黄綬褒章が贈られた。また1959（昭和34）年には、
京都大学の教授に協力し、京都市水道局に虫歯予
防のためのフッ化ソーダの無償提供を長年継続した
ことなどが評価され、紺綬褒章が授与された。
　鎌三は後年、座右の銘に「一以貫之（一以てこれを
貫く）」という言葉を掲げ大切にした。一貫して変わら
ずにその道を進むという意味で、「頑固になるのでは
なく、柔軟な心と謙虚な態度を持ち、調和を計る気持
ちがあってこそ、一つのことが貫くことができる」とい
う思いが込められている。生涯一貫してフッ素に取り
組み、常に「和」を大切にした鎌三の生き方、考え方
は、現在も社風や社是として同社に息づいている。約
一世紀に及びフッ素一筋に取り組んできた同社は、フ
ッ素のパイオニアとして現在も日々技術の研鑽に挑み
続けている。
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